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株式会社日栄ビル管理
〒950-2053
新潟市西区寺尾前通２丁目10番11号
TEL：025-267-6741
https://nichiei-building.com/

統括主任　メディカル事業部長
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●山田 陽子
1949年生まれ、新潟市出身。江南高校を
卒業後、松下電器産業（現・パナソニック）
に入社する。会社員時代、現在旅行会社を
経営する夫と出会い、結婚。３人の子どもを
育てながら、夫の父が創業した日栄ビル管理
の経理、労務などの仕事に携わる。新潟商
工会議所女性会には、設立された2001年
に入会。

●山田 清達
1981年生まれ、新潟市出身。新潟高校を
卒業後、関東の大学に進学。卒業後、リク
ルートに入社し約６年勤務。新潟にＵターンし、
看護学校に入学する。2012年から国立病
院機構西新潟中央病院に勤務。2018年に
は緩和ケア認定看護師の資格を取得する。
2021年、日栄ビル管理に入社。2022年に
メディカル事業部を立ち上げる。

地元に密着したビル総合メンテナンス会社として、49年の歴史を
持つ日栄ビル管理。創業時から会社を支え続けてきた山田陽子さん。
そして、看護師の経験と知識を活かして新たな事業に挑戦する山田
清達さんに、これまでの経緯や今後の展望などを伺いました。

お客様の要望に応えた事業を展開。
新たな医療事業で社会に貢献する
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です」。今後は看護・介護職員への研修や講義、
24時間体制の看護サービス、各病院にマッチし
た看護師などを紹介する人材サービスを行ってい
くという。

創業者の思い“至誠一貫”を大切に 
創意工夫で会社を盛り立てたい

　普段から新潟商工会議所の行事に多数参加し、
「女性会」にも入会している陽子さん。「女性会は
異業種の方々と知り合う、よいきっかけになりま
した。また、研修でいろいろな企業を見学させて
いただきますが、企業の方の生の声を聞けて勉強
になります」。清達さんもビジネス情報交換会、
教育福祉医療部会の視察などに積極的に参加。「交
換会は横の繋がりができるので、営業という観点
でも有効ですし、部会の視察では毎回いい刺激を
もらっています」と話す。
　今後は、「既存の事業を維持、推進しながら更に
メディカル事業部の実績を伸ばしたい。これから
も創意工夫で会社を盛り立てていきたいと思いま
す」と清達さん。創業者の思いを込めた社訓、“至
誠一貫（相手の立場に立って真心を尽くす）”を指
針に、お客様の要望に真摯に応えながら社会に貢
献していく。

お客様の信用が第一。 
真摯に対応したことで事業が広がる

　日栄ビル管理は1974年に創業。ビル清掃・保
守管理、警備、受付など施設運営に必要な業務全
般から、生前・遺品整理、ハウスクリーニングな
ど幅広い事業を手掛けている。「お客様の信用を
第一に、これまで業務を行ってきました。そして
働いてくれる従業員がいるから会社があるという
ことを、常に忘れないようにしています」と山田
陽子さん。「お客様の要望に真摯に対応してきた
ことで、これだけ事業も広がりました。新しいこ
とに挑戦するために今年度からメディカル事業部
を立ち上げました」と山田清達さんは話す。

医療の知識を活かした仕事が増加。 
メディカル事業部設立のきっかけに

　もともと会社員として県外で働いていた清達さ
んは、「地元の新潟に貢献したい」との思いから看
護師に転身。新潟市内の病院に勤務していたが、
陽子さんの病気を機に２年前、同社に入社する。
「自分の人生や、会社の将来を思う母の気持ちを
考えて決断しました」。
　入社１年目は新規開拓に動いていたが、病院や
介護施設からコロナウイルスの感染対策や、「看取
り」についての研修依頼が多く舞い込むように。
また、孫の結婚式に出席したいという終末期の患
者の依頼を受け、医師と連携しながら清達さんが
サポートを行い、その願いを叶えた。「医療の知
識と技術を持つ人が介入すれば、患者さんの希望
をもっと実現できると病院時代から考えていたの
で、支援するサービスを事業化したいと思ったの

社員は会社という家族の一員。一人

一人が自ら考えて仕事を行い、やり

がいを持って、毎日を生き生きと過

ごしてほしいと思います
役所や病院、介護施設をはじめ、さまざまな建築物の内部・外部の清掃、保
守管理を行い、顧客から信頼を得ている同社。近年は、介護施設や不動産会
社から生前整理・遺品整理の依頼も多いという。

リクルート時代や看護師としての経験が、メディカル事業部に活きていると
いう山田清達さん。今年５月から人材紹介サービスを開始予定。病院と看護
師のミスマッチが起きないよう、できる限り最適な人材を紹介する。


